
　実　施　期　間　2015年６月11日（木）～ 2015年10月８日（木）
　奨　励　金　額　21,838円
　活　動　目　的　パン教室を開催し、学生同士や教職員との交流の

中でいつもの友達関係に留まらない学部学科を越
えた新たな友人づくりのきっかけを学生に提供し、
学内で教職員に相談しやすい環境をつくる。また、
常翔ウェルフェアと企画したパンを学内で販売し、
金曜ゆめ倶楽部の活動をPRする。

　達　成　目　標　①パン教室を開催し、学生同士の交流をひろげ、金曜ゆめ倶楽部の活動をPRする。
　　　　　　　②金曜ゆめ倶楽部と常翔ウェルフェアでオリジナルのパンを作製する。
　計　画　概　要　５月27日（水）パンの試作を見せてもらい、パン教室開催日の流れを確認する。告知ポスター

　　　　　　　を作成し掲示を行い、募集活動を展開します。
　　　　　　　６月11日（木）パン教室開催
　　　　　　　６月18日（木）常翔ウェルフェアの方とパン企画打ち合わせ
　　　　　　　７月７日（火）常翔ウェルフェアの方とパン企画打ち合わせ
　　　　　　　７月８日（水）金曜ゆめ倶楽部パン試作
　　　　　　　10月８日（木）常翔ウェルフェアの方とパン企画最終打ち合わせ
　　　　　　　11月10日（火）、17日（火）、24日（火）パンの販売
　パートナー　株式会社常翔ウェルフェア

　　パン教室では、時間短縮をするために常翔ウェルフェアの方に下準備をしていただいたので、参加者は
パンの加工のみを行いました。実際にパンを焼かれている方を講師に迎え、パンを自分たちで作る時、焼
く時のコツを教えてもらいながら作業を進めていきました。また、私たちは普段学生同士の交流ばかりで、
職員の方と話す機会がないため、パン教室での交流が新鮮なものに感じました。
　　また、金曜ゆめ倶楽部と常翔ウェルフェアのコラボのパンの企画については、何度も話し合いの場を設
け、『どんなパンだったら学生が喜んでくれるだろう』ということを念頭に置いて、何度も試行錯誤を繰
り返しました。１回目の打合せ時には、パンの案を自由に出し合っていましたが、パンを販売するためには、
『実際に自分が買いたくなるパン』という事を意識する必要があり、買いたくなるものを生み出す責任を
感じました。
　　金曜ゆめ倶楽部と常翔ウェルフェアで企画したパンは、10月にレストラン野呂で販売し、実際に食べ
た学生から『色々な具を選べて、おいしかった』と言って頂き、多くの学生に金曜ゆめ倶楽部の活動をＰ
Ｒすることができました。
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　臨床心理学科　２年　拝田千喜、矢長史帆、高橋奈菜、中東優芽子、淺津貴之、岡本早智、
　　　　　　　　　　　柏明希、小島蒼一郎、近藤美里、冨永紗和子、藤岡星奈、
　　　　　　　　　　　サンチェスネツミ
　心　理　学　科　１年　穴井悠太、片山みのり、金子利吉、金城美桜、河内眞実、知念美月、
　　　　　　　　　　　藤中郁也、本間みき
　医療福祉学科　１年　西本光里、古田樹羅

　１．どのような課題に直面し、（それを乗り越えるために）どんな苦労がありましたか。
　①パンの企画を出す際に、案はたくさん出たが『学生はどういうものを求めているのか』『どうやったら
喜んでくれるか』といった買う側の視点を考えたときに、様々なパンの中から、多くの学生に喜んでも
らえるパンの種類を絞っていく事が難しかった。

　②企画の話し合いで意見がまとまらず時間がかかり、余裕を持つことができず焦りを感じた。

　２．その課題をどのような努力や工夫で乗り越えましたか。
　①常翔ウェルフェアの方に、試作のパンを準備してもらい、実際に
試食しながら満足を得る事ができるパンの種類や大きさを検討
した。

　②事前に打ち合わせで決める内容の目標を決めておき、話の内容が
反れた際に話を戻すなどの調整を行った。

　３．自分たち（チーム）が一番成長したところはどこですか？理由もお願いします。
　　今回のプロジェクトでは、パン教室や常翔ウェルフェアで販売するパンの企画など漠然とした気持ちで
取り組んでいましたが、パン教室を体験し、販売するパンの企画を考えていくうちに、商品を販売するま
での準備など期日に追われる場面が何度かありました。その時にプロジェクトのメンバーで意見を出し合
い、粘り強く考えて、より良い案を出す事ができました。また、打合せの時に話しの内容が反れないよう
に調整ができました。今回のプロジェクトで自分達は様々な企画を実施するときの計画の大事さ、また、
計画を進めていくための実行力を身に付ける事ができました。

　４．企画に参加したパートナーからの感想や気づき
　　パン教室の開催から始まり、常翔ウェルフェアとのパンの企画において、参加
している金曜ゆめ倶楽部の学生たちが徐々に責任を持ち、打合せを行いパンの企
画に取り組み変わってゆく姿を見る事ができました。また、私たちも打合せに参
加することにより学生の様々な声を聞くことができ、とても有意義な時間を過ご
す事ができました。今後も学生と連携した企画を行っていきたいです。
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